
区分 売電価格 売電期間

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度

10kw未満 出力制御対象外 31円/kwh 28円/kwh 26円/kwh 24円/kwh 10年間

出力制御対象 33円/kwh 30円/kwh 28円/kwh 26円/kwh

10kw未満
（ダブル発電）

出力制御対象外 25円/kwh 25円/kwh 25円/kwh 24円/kwh

出力制御対象 27円/kwh 27円/kwh 27円/kwh 26円/kwh

10kw以上
2,000kw未満

24円/kwh
+消費税

21円/kwh
+消費税

未定 20年間

売電(買取)制度！
【2017年度以降の太陽光発電の売電価格】

※2,000kw以上(2MW以上)の太陽光発電の売電価格は入札で決定。売電期間は20年間。

出典：譲渡価格等算定委員会（第28回）配布資料 資料2 経済産業省

知っていますか？

①売電は、電力会社が電気を買い取る制度です。

②売電価格は、使用する電力価格よりも高く設定されています。

③売電制度は、早めに設置した人が得する制度設計です。

④電力会社の買取費用は、国民全員で負担しています。

【太陽光発電の売電って何？】

⑤日本のエネルギー自給率は食料自給率と同様に深刻です。



詳しい資料やご質問など、下記までお気軽にお問い合わせください！

株式会社北海道PVGS

【太陽光発電の売電の仕組み】

 1 売電制度とは？

 2 売電価格(買取価格)とは？

 3 売電(買取)期間とは？

 4 再エネ発電賦課金とは？

 5 国が再生可能エネルギーを厚遇する理由とは？

TEL： 011-522-5245
E-mail：info@hokkaidopvgs.jp
HP：http://hokkaidopvgs.jp

売電制度は、太陽光発電で発電した電気を電力会社が必ず買い取ってくれる制度です。

一度設置すると、一定期間(住宅は10年間)同じ価格で売り続けることができる制度です。

太陽光発電で発電した電気を電力会社が買い取るときの価格は、設置した人に利益が

出るような価格を経済産業省が算出し、毎年決定しています。売電（買取）価格は、ふ
だん電気を使用する価格よりも高く設定されているため、自宅で使うより売ったほうが
お得です。一般的な消費電力価格は、およそ25円/kwh。売電価格は前頁表のとおりです。

経済産業省が決めた売電価格が適用される期間のこと。売電価格は、太陽光発電の設
置費用の下落に合わせて毎年度引き下げられるが、一度設置すれば太陽光発電設備の売
電価格は売電期間の間ずっと一定のため、年度の変わり目の売電価格引き下げの影響は
受けない。
つまり太陽光発電の売電制度は早めに設置した人が得する制度設計がされている。

どうして太陽光発電システムで発電した電気はこれほど高い金額で売電する(買い取っ
てもらうこと)ができるのでしょうか？実はこの買取費用は、そのほとんどを国民全員で
負担しています。毎月電力会社から届く電気代明細を確認してみてください。『再エネ
発電賦課金等』という項目があり毎月数百円支払っているはずです。これが太陽光発電
システムなどの再生可能エネルギーで発電した電気を売電する時に電力会社から支払わ
れる金額の原資となっているのです。

国が太陽光発電システムを含む再生可能エネルギーの普及を進める理由は、エネル
ギー自給率の問題があるからです。エネルギー自給率は、現在なんと4.4%という驚異
的な低さとなってしまっています。
現在の日本のエネルギーは極端に海外に依存しているため、エネルギー自給率が先進

国の中で突出した低さになってしまっています。このエネルギー自給率は、外交的なリ
スクを常にはらんでいるため、少しでも高める必要があります。


